
平成２２年度 学校環境デーの取組について 

三重県教育委員会 

【特色ある取組例：中学校】 

 

学 校 名 取  組  内  容 

いなべ市立 
員弁中学校 

いなべ市の新エネルギーを考えよう 
選択理科の授業の中で、いなべ市で可能と思われる５つの新エネルギー

（風力、太陽光、バイオマス、マイクロ水力、燃料電池）について、グルー

プ別に詳しく調べ、発表、意見交流を行った。また、自分たちが調べた新エ

ネルギーを理科室で実際につくり出し、いなべ市では、どの方法が一番良い

のか話し合った。 

さらに、地域の身近な自然エネルギーである風力に着目し、風のエネル 

ギーを電力として利用する風力発電機の製作に取り組んでいる。 

四日市市立 
西陵中学校 

エコキャップ運動 
各教室に回収袋を設置し、ペットボトルのキャップを集めた。回収したキ

ャップを専門業者に渡すことによって換金し、医療施設や物資不足で困って

いる国々の子どもたちの医療や福祉に役立てるため、支援団体を通して寄付

活動をしている。 

また、ペットボトルのキャップがゴミとして焼却処分されると、キャップ

４００個で３１５０ｇの二酸化炭素が発生することも学んだ。 

菰野町立 
八風中学校 

整美委員会による「学校クリーン作戦！」 
生徒会の整美委員会が中心となって、身の回りの環境や掃除の大切さにつ

いて考えたうえで、清掃活動を行った。 

目的を明確にし、各学級において整美委員が司会をして、生徒たちによる

話し合いを進めた。話し合いでは、あらかじめ作成したワークシートを活用

して、「なぜ掃除をするのか」について、班で意見交換を行い、発表し、各

学級で掃除の大切さを再確認した。 

その後、いつもの掃除場所の掃除を行ったところ、いつもより丁寧に掃除

をする姿が見られた。 

伊賀市立 
丸山中学校 

丸山中学校 ごみゼロ運動 
ボランティア委員会が「ごみゼロ運動」を企画し、生徒に呼びかけを行い、

有志による清掃活動を実施した。ボランティア委員１２名と、呼びかけに応

じた「そうじし隊」の生徒２９名と、教職員により、以下の活動を行った。 

・丸山中学校周辺のごみ拾い 

・丸山中学校から丸山駅までの道路周辺のごみ拾い 

・丸山駅構内の清掃 

・丸山駅構内に設置したプランターの手入れ・水やり 

・丸山駅の草取り・ごみ拾い 


